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大学院 現代文化専攻 

卒業（修了）の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

現代文化専攻では，所定の単位を修め，最終試験に合格することによって，以下に掲げる知識や

能力を身に付けた学生に修了を認定し，修士（文学又は学術）の学位を授与します。 

１ 現代文化専攻のいずれかの研究領域に関する高度な専門的知識・技能を身に付けている。 

２ 自ら設定した研究課題に対する修士の学位にふさわしい研究を行う能力を身に付けている。 

３ 知識基盤社会の発展に貢献できる実践力を身に付けている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

現代文化専攻では，現代文化への専門的識見をもって知識基盤社会の発展に貢献できる人を養成

するため，次の 3つの研究領域により構成し，カリキュラムを編成しています。 

１ 日本の言語文化への専門的識見を養成するため，日本語・日本文学を中心とした日本の言語

文化を幅広く学修する日本語文化研究の領域 

２ 欧米の言語文化への専門的識見と実践的能力養成のため，欧米の言語・文学さらに言語教育

学や第二言語としての日本語教育学を学修する国際言語文化研究の領域 

３ 高度情報化社会と情報メディアへの専門的識見を養成するため，マスコミュニケーションを

中心とした情報の発信と表現のあり方や情報管理，セキュリティ等について学修する情報メデ

ィア研究の領域 

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

現代文化専攻は，次のような人を求めています。 

１ 現代文化専攻の日本語文化・国際言語文化・情報メディアの各研究領域に関心を持ち，いず

れかの研究領域において自ら設定した研究課題を探究する意欲を持つとともに，修得した専門

的知識・技能をもって知識基盤社会の発展に貢献することを目指す人 

２ 現代文化専攻のいずれかの研究領域において学士課程修了相当の知識・技能を有する人 
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大学院 臨床心理学専攻 

卒業（修了）の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

臨床心理学専攻では，所定の単位を修め，最終試験に合格することによって，以下に掲げる能力

を身に付けた学生に修了を認定し，修士（文学又は学術）の学位を授与します。 

１ 公認心理師の職責を理解し，関係者と協働しながら支援等を実践する能力を身に付けている。 

２ 心理査定，心理面接を行う高度な専門的知識と技能を身に付けている。 

３ 心理学の高度な専門的知識と技術をもって地域社会に貢献する能力を身に付けている。 

４ 心理学についての研究を行う能力を身に付けている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

臨床心理学専攻では，ディプロマ・ポリシーに基づき，次に掲げる知識，能力を身に付けること

を意図したカリキュラムを編成しています。 

１ 心理学についての高度な専門的知識を深めるために，保健医療，教育，福祉，司法・犯罪，産

業・労働領域の科目を構成しています。 

２ 心理査定，心理面接を行う技能を高めるための臨床心理に関する講義・演習・実習を構成し

ています。 

３ 心理学についての研究を行う能力を高めるために研究法に関する講義，演習を構成していま

す。 

４ 人間関係を中心とする心理的諸問題を理解し，それらの健康的改善を支援する能力を高める

ために心理実践実習を構成しています。 

５ 専門的知識，技法を生かして地域に貢献する能力を高めるために地域支援や健康教育に関す

る科目を構成しています。 

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

臨床心理学専攻が求める学生は，心理学の幅広い知識を生かして，公認心理師の資格を有する専

門家として，よりよい地域社会づくりに広く貢献しようとする熱意を持った人です。臨床心理学

専攻は，次のような人を求めています。 

１ 大学で公認心理師に必要な科目を修め，心理学全般にわたる専門的知識をもつ人 

２ 豊かな共感性に裏付けられた援助的コミュニケーション能力をもつ人 

３ 心理学に関する高い専門性と技能を習得し，公認心理師の資格を取得して，地域社会に貢献 

しようとする人 

４ 心理学についての研究を行う意欲をもつ人 


